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２
０
０
０
人
抽
出
し
、
回
収
率

53
・
２
％
の
結
果
報
告
。

Ｑ　

必
要
者
の
意
向
は
様
々
。

　

町
の
方
向
性
は
。

Ａ�　

墓
地
公
園
と
考
え
る
が
、

　

�

当
面
は
既
存
の
墓
地
整
備
含

め
検
討
。

Ｑ�　

共
同
墓
地
を
集
落
運
用
か

ら
町
に
移
行
す
る
考
え
は
。

Ａ�　

地
元
管
理
の
共
同
墓
地
整

備
を
補
助
対
象
と
し
、
町
へ

の
移
行
の
考
え
は
な
い
。

　

町
民
が
健
康
づ
く
り
に
つ
な

が
る
取
組
の
実
践
に
よ
り
、
マ

イ
レ
ー
ジ
（
ポ
イ
ン
ト
）
を
獲

得
し
、
獲
得
者
に
は
県
内
の
協

力
店
で
特
典
（
サ
ー
ビ
ス
）
が

受
け
ら
れ
る
と
い
う
「
こ
う
た

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
に
取

り
組
む
。

Ｑ�　

事
業
は
、
商
工
会
に
協
力

願
い
身
近
な
店
舗
で
も
使
え

る
よ
う
に
。

Ａ　

協
力
を
要
請
す
る
。

Ｑ�　

健
康
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
る
取
組
体
制
を
。

Ａ　

説
明
加
え
実
践
し
て
い
く
。

　

町
内
在
住
20
歳
以
上
町
民

　

昨
年
秋
、
島
原
市
民
１
０
０

人
の
友
好
親
善
訪
問
団
が
幸
田

町
を
訪
問
。
今
年
は
、
幸
田
町

民
が
島
原
市
へ
友
好
交
流
訪
問

を
す
る
。

　

平
成
28
年
11
月
６
日
か
ら
１

泊
２
日
。

　

各
種
団
体
と
一
般
参
加
者
の

合
計
１
０
０
人
を
募
集
す
る
。

Ｑ�　

一
般
参
加
者
の
募
集
方
法

は
。

Ａ�　

８
月
の
広
報
こ
う
た
。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

す
る
。

Ｑ�　

島
原
市
ま
で
の
交
通
手
段

は
。

Ａ　

移
動
時
間
が
短
く
、
滞
在

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
を

使
い
、
平
成
28
年
５
月
２
日
か

ら
１
万
円
以
上
の
寄
附
に
対
し
、

返
礼
品
の
送
付
を
開
始
す
る
。

Ｑ　

寄
附
の
受
付
状
況
は
。

Ａ�　

５
月
15
日
現
在
で
、
95
件

２
２
４
万
円
。

Ｑ　

返
礼
品
の
内
容
は
。

Ａ�　

農
・
畜
産
物
、
マ
ッ
ト
レ

ス
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
利
用
券

な
ど
33
品
目
で
ス
タ
ー
ト
。

Ｑ　

今
後
の
見
通
し
は
。

Ａ�　

予
想
以
上
の
寄
附
受
付
件

数
で
推
移
。
返
礼
品
の
予
算

増
額
を
予
定
。

５
月
17
日　

協
議
会
開
催

こ
う
た
ふ
る
さ
と
寄
附
金

５
月
16
日　

協
議
会
開
催

墓
地
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業
始
ま
る

島原市へ友好交流
訪問 11月実施へ

総務教育　　
常任委員会

福祉産業建設
常任委員会

島原城（インターネットから）

ハート体操で健康づくり

時
間
を
長
く
と
れ
る
、
飛
行
機

を
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

6
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

政
務
活
動
費
の
ゆ
く
え

議
会
報
告
会

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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閉会中の各委員会活動状況

貯
留
で
き
る
計
画
と
し
て
い
る
。

広
島
市
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー

　

広
島
市
民
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
・
研
修
が
受
け
ら
れ
、
防

災
知
識
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
た

め
の
施
設
。
防
災
に
関
す
る
資

格
取
得
講
習
も
お
こ
な
わ
れ
、

防
災
の
拠
点
施
設
。

府
中
町
防
災
都
市
づ
く
り
計
画

　

人
口
５
万
人
、
面
積
10
㎢
で

周
囲
を
広
島
市
に
囲
ま
れ
て
い

る
町
で
、
平
成
23
年
に
「
府
中

町
防
災
都
市
づ
く
り
計
画
」
を

策
定
。
過
去
の
災
害
か
ら
学
ん

で
、
官
民
協
働
の
都
市
防
災
対

策
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
参
考
と
な
っ
た
。

広
島
市

　

広
島
市
の
地
質
は
、
表
面
が

風
化
し
や
す
い
花
崗
岩
で
真
砂

土
が
表
層
に
堆
積
し
て
い
る
た

め
、
斜
面
崩
壊
や
土
石
流
が
発

生
し
や
す
い
地
形
で
あ
っ
た
。

　

平
成
26
年
８
月
20
日
豪
雨
に

よ
る
土
砂
災
害
対
策
で
は
、
砂

防
堰
堤
28
ヵ
所
の
う
ち
16
ヵ
所

を
整
備
。
復
興
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
、
山
を
開
発
し
た

住
宅
地
の
谷
筋
に
被
害
が
集
中

す
る
た
め
、
避
難
路
と
し
て
横

に
退
避
で
き
る
よ
う
に
道
路
整

備
を
す
す
め
、
下
水
に
雨
水
を

定
は
、
平
成
28
年
８
月
上
旬
。

Ｑ　

地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た

資
機
材
か
。

Ａ　

町
内
の
３
中
学
校
は
基
本

的
に
は
同
じ
で
、
防
災
備
蓄

倉
庫
整
備
事
業
は
最
終
年
度

と
な
る
。
今
後
は
備
蓄
品
の

更
新
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ　

県
道
沿
い
の
設
置
は
、
防

犯
上
問
題
な
い
か
。

Ａ　

学
校
と
協
議
し
た
結
果
、

場
所
を
決
定
し
た
。
防
犯
対

策
は
と
っ
て
い
く
。

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

　

防
災
に
関
す
る
実
践
的
知
識

と
技
術
を
有
し
、
災
害
時
と
平

時
に
お
け
る
地
域
の
防
災
活
動

の
中
心
と
な
る
人
材
を
養
成
。

　

防
災
講
話
、
ロ
ー
プ
結
び
訓

練
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
取
扱
説
明
、

Ｈ
Ｕ
Ｇ
訓
練
（
避
難
所
運
営
ゲ

ー
ム
）
が
訓
練
内
容
。

Ｑ　

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
は
。

Ａ　

避
難
所
運
営
で
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
も
実
施
。

　

北
部
中
学
校
防
災
備
蓄
倉
庫

は
、
季
節
を
問
わ
ず
発
生
が
予

想
さ
れ
る
災
害
に
対
応
す
る
た

め
、
避
難
所
環
境
の
改
善
を
図

る
た
め
の
資
機
材
を
整
備
す
る
。

　

Ｊ
Ｒ
駅
周
辺
の
帰
宅
困
難
者

に
も
対
応
が
可
能
で
あ
る
。

　

コ
ン
テ
ナ
式
倉
庫
で
、
設
置

事
業
費
５
９
６
万
円
。
着
工
予

５
月
13
日　

協
議
会
開
催

５
月
25
・
26
日　

広
島
県

　

広
島
市
、
府
中
町
を
視
察

北
部
中
学
校
に

防
災
備
蓄
倉
庫
設
置

広島豪雨災害対策を視察

防災・減災対策
特別委員会

南部中学校の防災備蓄倉庫

広島市安佐南区八木地区の工事現場

一
般
質
問

6
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

政
務
活
動
費
の
ゆ
く
え

議
会
報
告
会

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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幸
田
町
ま
ち
・
ひ
と
・
仕
事

総
合
戦
略
の
交
付
金
活
用
状
況

が
示
さ
れ
た
。

１　

基
礎
交
付
金６

６
３
０
万
円

　

�　

将
来
人
口
推
計
に
よ
り
総

合
戦
略
策
定
業
務
お
よ
び
豊

根
村
の
チ
ョ
ウ
ザ
メ
養
殖
に

使
う
プ
ラ
ズ
マ
装
置
と
水
槽

シ
ス
テ
ム
の
開
発
費
。

２　

加
速
化
交
付
金

８
０
０
０
万
円

　
�　

低
温
プ
ラ
ズ
マ
活
用
に
よ

る
抗
酸
化
イ
チ
ゴ
生
産
装
置

の
開
発
お
よ
び
販
売
用
の
市

場
調
査
費
。

３　

新
型
交
付
金

　

�　

政
府
の
予
算
は
、
１
０
０

　

�

０
億
円
で
あ
り
、
低
温
プ
ラ

ズ
マ
事
業
継
続
の
た
め
、
本

町
も
応
募
す
る
。

Ｑ�　

新
型
交
付
金
の
新
た
な
事

業
展
開
は
。

Ａ�　

国
の
交
付
金
は
２
分
の
１

で
あ
る
。
残
り
は
民
間
企
業

に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
く
。

Ｑ�　

新
規
企
業
立
地
へ
の
成
果

は
。

Ａ�　

農
業
法
人
か
ら
の
話
は
あ

る
。

Ａ�　

橋
上
駅
と
自
由
通
路
は
一

体
の
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ�　

駅
西
立
体
駐
車
場
の
活
用

が
他
に
あ
る
の
か
。

Ａ�　

周
辺
の
活
性
化
が
図
れ
る

複
合
施
設
も
検
討
し
た
い
。

Ｑ�　

新
幹
線
新
駅
の
構
想
は
。

Ａ�　

現
時
点
で
は
考
え
て
な
い
。

幸
田
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業

　

事
業
費
ベ
ー
ス
の
進
捗
率
は

75
・
９
％
。
建
物
移
転
状
況
は
、

全
体
で
79
軒
の
内
、
75
軒
が
終

了
。
平
成
28
年
度
に
３
軒
、
29

年
度
以
降
１
軒
を
予
定
。

幸
田
駅
前
広
場
等
基
本
計
画

　

東
西
に
駅
前
広
場
を
配
置
、

駐
車
場
、
駐
輪
場
を
分
散
配
置

し
て
、
自
由
通
路
に
よ
り
安
全

か
つ
円
滑
に
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
可
能
と
な
る
よ
う
策
定
。

Ｑ�　

関
係
機
関
と
の
協
議
は
。

Ａ�　

本
年
度
よ
り
計
画
案
を
た

た
き
台
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
、

愛
知
県
、
お
よ
び
地
元
関
係

者
と
協
議
を
す
す
め
た
い
。

Ｑ�　

駅
橋
上
化
は
、
東
西
を
結

ぶ
町
民
の
長
年
の
願
い
。

委員会レポート

幸田・三ケ根駅前
整備特別委員会

地方創生　　
特別委員会

幸田駅前整備
全体図示される

５
月
11
日　

協
議
会
開
催

５
月
９
日　

協
議
会
開
催

幸田駅前広場等整備基本計画 全体鳥瞰パース 平成28年3月
将来構想のイメージを示したものであり、機能、規模、
配置、デザイン等は確定したものではありません。

豊根村のチョウザメ養殖場

幸
田
版
地
方
創
生

総
合
戦
略

一
般
質
問

6
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

政
務
活
動
費
の
ゆ
く
え

議
会
報
告
会

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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　政務活動費とは、議員が通常の議会活動とは別に、それぞれの会派または議
員個人が議員としての知識向上や見聞を広めたり、資質向上を図るために交付
される調査研究費です。
　平成27年度の交付額は１人年額12万円。研究研修費、調査旅費、資料
費、広報費、広聴費、陳情活動費などに限定され、収支報告書にはすべての証
拠書類などの写しを添えて報告することとなっています。

平成27年度の主な使途は、次のとおりです。

政務活動費
のゆくえ

会　派 所属議員名 事業費 交付額 主な使途 活動内容等

幸風会

大嶽　　弘
笹野　康男
池田　久男
鈴木　雅史
志賀　恒男
杉浦あきら
鈴木　重一
稲吉　照夫
伊與田伸吾
足立　初雄

129万2,125円 120万円

【研究研修費】
岩手県　　陸前高田市
　　　　　気仙郡住田町
　　　　　西磐井郡平泉町

神奈川県　中郡二宮町

東京都　　衆議院会館

・陸前高田市
　　　被災・復興状況
・住田町
　　　まちづくり
・平泉町
　　　まちづくり
・二宮町
　　　子育て支援
・衆議院会館
　　　政策勉強会

ー 伊藤　宗次 6万8,972円
12万円

（内51,028
円返還）

【資料費】
書籍
【広報費】
幸田民報折込
【その他】
事務機借上げ

・書籍
　　自治体活動と地方議会
　　自治六法　模範六法
・事務機借上げ
　　ファックス複合機

ー 丸山千代子 14万857円 12万円

【研究研修費】
自治体学校（金沢）
全国市町村国際文化研修所
岡山県　赤磐市
兵庫県　相生市
【資料費】
書籍

・自治体学校
　　地方自治体の危機と再生、
　　子どもの育ちを保障など
・全国市町村国際文化研修所
　　�地域包括ケアシステム、チャイルド
プアなど

・赤磐市　単独のごみ焼却施設
・相生市　子育て日本一

ー 水野千代子 15万2,004円 12万円

【研究研修費】
全国市町村国際文化研修所
愛知県　豊川市
東京都　足立区
岐阜県　瑞浪市

・全国市町村国際文化研修所
　　�地方公会計の整備促進、財政診断、
健全財政のあり方など

　　災害と議員の役割
・豊川市  「赤ちゃんの駅」事業
・足立区　こども未来創造館
・瑞浪市　デジタル防災同報システム

ー 酒向　弘康 12万9,863円 12万円

【研究研修費】
名古屋通信会館　ほか
【資料費】
書籍、新聞
【広報費】
パソコン周辺機器　ほか

・通信会館　ほか
　　政策勉強会、講演聴講
・書籍
　　�よくある町村議会の運営事例　ほか
・パソコン周辺機器
　　�無線ルーター、インク　ほか

ー 中根　久治 11万151円
12万円

（内9,849
円返還）

【研究研修費】
三重県　桑名市
【資料費】
書籍、文具

・桑名市
　　深溝と市場氏の関係調査
・書籍、文具
　　�参河誌、蒲郡史談、電子辞書　ほか

ー 浅井　武光 10万9,188円
12万円

（内10,812
円返還）

幸風会と同じ 幸風会と同じ

一
般
質
問

6
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

政
務
活
動
費
の
ゆ
く
え

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費
の
ゆ
く
え
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